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　酷暑の日が続く中、今月５日、藤沢市の海水浴場で中学生が溺れたという事故が報道されました。また、10

日には記録的短時間大雨情報が神奈川県で発表されました。災害に限らず危険が迫ったときに「まだ、たいし

たことはない」「自分だけは大丈夫」と現実におこっている事態を過小評価するところが、人間の心にはある

といいます。水難事故や大雨だけではなく身の危険を感じたら、いち早く生命を守る行動を起こし、そして周

囲に助けを求めるように、事故防止の心得や自助・共助について、子どもたちに教え伝えたいと考えます。

 東日本大震災（2011）の後、岩手県釜石市出身の中村博興氏が被災地に100回以上通い、支援活動の中で被

災地の方々に寄り添い伺った話を大切に書き留めたメモをもとにして出版された「いのちの詩」と「こころの

詩」を手に取りました。本の帯には「東日本大震災、世界中が泣いた。被災者は決意する。絶望を希望に変

え、悲しみを夢に変え、立ち上がっていく。津波は全てを破壊した。だが、人間の『心』だけは壊すことはで

きなかった」「負げでたまっか！！冬は必ず春となる。極限の苦悩から対上がる人々の心の叫び」とありま

す。その中に『心の花』という詩がありました。季節は夏ですが紹介します。

　春が来た どこに来た 心の中に来た

　花が咲いた どこに咲いた 心の中に咲いた

　心の中に咲いた花はどんな花　人には見えない花だけど　きっとあなたの笑顔のような花ですよ

春の花が厳冬を越えて開花するように、心に笑顔の花を咲かせるには、忍耐と努力が必要な時もあるかもしれ

ません。人間にも四季があるといいます。試練の時や鍛えの時を「冬」にたとえ、それに耐えながらも負けな

い力をつけてこそ、満足のいく勝利の花、心晴れやかな笑顔の花を爛漫と咲かせるのではないかと感じます。

「心の花」は、豊かな「心の大地」に咲くからこそ、その人の笑顔のような花となるにちがいありません。

 東京大学名誉教授である養老孟司氏は「生きていくうえで壁にぶつからない人はいない。それをどう乗り越え

るか。」「生きていると、わずらわしいことはどうしても避けられない。面倒くさいことも多い。だが、それ

をどうとらえるかで、随分人生は変わる」と考察しています。（著書「人生の壁」）ジブリ作品で有名な宮崎

駿監督の創作現場に密着したドキュメンタリー番組をみました。そこでは、監督自身が「面倒くさい」と何度

もつぶやいています。しかし、宮崎監督にとって好きな創作は、「面倒くさい」との戦いだといいます。それ

でも決して手を休めずに「世の中の大事なことって、たいてい面倒くさいんだよ」と漏らします。細部にこだ

わり、絶対に妥協しない宮崎駿監督の言葉は、ぜひ参考にしたいと感じます。

 生徒の皆さんにとっては、日々の「学び」が鍛えの時であり、もしかしたら「面倒くさい」と感じることもあ

るかもしれません。この１学期、授業や委員会活動・宿泊行事・東京校外行事・部活動等を通して、仲間との

学校生活を送る戸中生皆さんの表情は、楽しむ笑顔とチャレンジ精神みなぎる真剣さにあふれていました。時

には、失敗をしてしまった人もいるでしょう。しかし、その失敗を次に生かしていく取組もおおむねできたよ

うに感じています。随所で保護者・地域の皆さまに御協力をいただきましたことを、改めて御礼申し上げま

す。生徒の皆さんは、１学期を振り返り、それぞれの今できる「努力」、今からできる「努力」を再確認し

て、自らの壁を乗り越えて、「挑戦」の夏を無事故で過ごしてほしいと切に願っています。あなたの笑顔のよ

うな素敵な心の花を、堂々と咲かせていくことを期待しています。
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